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〝
河

童

天

国
〟

賑
わ
う
区
営
プ
ー
ル

去
る
七
月
一
日
か
ら
開
か
れ
た
区

営
プ
ー
ル(

千
住
大
川
町
公
園)

は
、
連
日
の
暑
気
の
た
め
、
区
内

の
学
童
で
満
員
の
盛
況
。
夕
刻
に

は(

緑
に
囲
ま
れ
た
プ
ー
ル
に
〝
涼
〟

を
求
め
る
附
近
の
大
人
が

「
十
円
の
入
場
料
で
は
安
い
」

と
、
た
だ
、
プ
ー
ル
に
に
浸
つ
て

い
る
の
ん
び
り
し
た
風
景
も
み
ら

れ
る
。

区
で
は
、
児
童
に
建
全
な
遊
び

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
オ
ー
ソ

ド
ツ
ク
ス
な
水
泳
指
導
を
行
う
こ

と
を
眼
目
と
し
て
、
社
会
教
育
課

体
育
係
の
伊
藤
係
員
(
昭
和
十
一

年
度
二
百
米
平
泳
全
日
本
選
手
権

保
持
者
)
を
主
任
と
す
る
七
名
の

水
泳
指
導
員
に
よ
つ
て
「
正
し
い

泳
ぎ
」
の
普
及
に
努
め
て
い
る

が
、
今
で
は
、
子
供
達
が
自
分
か

ら
備
準
運
動
、
バ
タ
足
と
順
序
よ

く
正
し
い
練
習
法
を
や
る
よ
う
に

な
つ
た
ほ
ど
、
指
導
の
成
果
が
挙

が
つ
て
い
る
。

開
園
以
来
、
入
場
者
数
は
一
日

最
高
一
、
七
〇
〇
人
最
低
二
百
人
平

均
一
〇
〇
人
だ
が
、
天
候
が
安

定
す
れ
ば
平
均
一
、
五
〇
〇
人
を

下
る
ま
い
と
想
像
さ
れ
て
い
る
の

で
、
現
在
の
午
前
九
時
-
午
後
五

時
の
開
場
時
間
を
延
長
し
夜
間
で

も
泳
げ
る
よ
う
照
明
灯
そ
の
他
に

つ
い
て
計
画
を
進
め
て
い
る
。

む
す
よ
う
な
夏
の
夜
、
白
い
飛
沫

を
上
げ
て
、
緑
蔭
の
プ
ー
ル
に

遊
ぶ
〝
涼
〟
を
楽
し
め
る
の
も
も
う

す
ぐ
で
あ
る
。
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財
政
事
情
の
公
表

昭
和
二
十
六
年
度
の
予
算

=
三
億
九
千
万
円
=

昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
昭

和
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
足
立
区
の
財
政
事
情
に
つ
い
て

、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

収
入
及
支
出
の
概
況

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
一
日
現
在

の
予
算
現
額
は
二
二
六
、二
九
八
、

八
三
〇
円
で
あ
り
ま
す
が
、そ
の

後
四
回
に
わ
た
り
予
算
の
補
正
及

び
追
加
を
行
つ
た
結
果
合
計
一
六

四
、三
三
二
、五
〇
四
円
が
追
加
計

上
さ
れ
ま
し
た
の
で
本
年
三
月
三

十
一
日
現
在
の
予
算
総
額
は
歳
入

歳
出
と
も
に
三
九
〇
、六
三
一
、三

三
四
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
追
加
額
は
区
立
学
校
の
教
室

の
増
築
、区
立
幼
稚
園
の
新
設
、

そ
の
他
土
木
、
民
生

、
教
育
、
経

済
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
期
中
の
歳
入
の
主
な
る
も
の

は
区
税
、使
用
料
及
び
手
数
料
、

競
馬
益
金
、都
支
出
金
の
増
額
そ

の
他
雑
収
入
等
の
増
収
と
財
政
調

整
交
付
金
収
入
で
あ
り
ま
す
。

な
お
区
で
行
う
事
務
事
業
の
諸

経
費
は
区
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上

し
、
区
議
会
の
議
決
を
経
て
執
行

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

外
に
都
か
ら
の
委
任
事
務
を
賄
う

経
費
と
し
て
都
経
済
執
行
委
任
予

算
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
こ
れ
を
図

び
示
す
と
次
の
通
り
に
な
り
ま

す
。

住

民
税
負
担

の
概

要

昭
和
二
十
六
年
度
未
現
在
の
特
別

区
税
調
定
総
額
は
二
三
二
、四
一

九
、九
六
四
円
で
同
月
現
在
の
本

区
の
世
帯
数
六
六
、一
六
八
世
帯

及
び
人
口
二
九
〇
、一
一
七
人
に

比
べ
る
と
区
税
の
平
均
負
担
は

一
世
帯
当
り

三
、
五
一
二
円
五
七
銭

一
人
　
当
り

八
〇
一
円
一
二
銭

と
な
り
ま
す
。

な
お
三
月
三
十
一
日
現
在
の
現
年

度
分
、過
年
度
分
の
税
目
別
の
調

定
及
び
収
入
状
況
は
別
図
の
通
り

で
す
。

昭和26年度区経済予算比較図

特

別

区

民

税

自 転 車 税

荷 車 税

犬
税

接

客

人
税
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保
木
間
町
外
四
町
の
区
域
変
更

区
立
小
学
校
の
新
設
も

第
五
回
区
議
会
で
可
決

本
年
第
五
回
足
立
区
議
会
(
定
例

会
)
は
六
月
二
十
六
日
区
議
事
堂

で
開
会
さ
れ
町
区
域
変
更
の
諮
問

案
件
外
七
件
の
審
議
を
行
い
同
日

全
案
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

案
件
は
次
の
通
り

(
1
)
耕
地
整
理
施
行
に
伴
う
町
区

域
変
更
の
諮
問
に
つ
い
て

保
木
間
、内
匠
本
、竹
塚
、花

畑
の
各
町
の
一
部
の
町
界
が
変

更
に
な
つ
た
。

第
二
十
五
号
議
案
　
財
産
取
得
に

つ
い
て

千
住
旭
町
(
通
称
太
郎
山
公
園
)

九
四
七
坪
が
都
か
ら
区
に
移
譲

に
な
つ
た
。

第
二
十
六
号
議
案
　
財
産
取
得
に

つ
い区

役
所
第
七
出
張
所
用
と
し
て

建
物
を
買
収
す
る

第
二
十
七
号
議
案
　
財
産
無
償
譲

渡
に
つ
い
て

旧
区
役
所
第
七
出
張
所
建
物
を

地
元
町
民
に
対
し
無
償
譲
渡
す

る
第
二
十
八
号
議
案
　
区
立
小
学
校

分
校
設
置
に
つ
い
て

区
立
千
寿
第
五
小
学
校
の
二
部

教
授
緩
和
の
た
め
同
校
の
分
校

を
設
置
す
る

第
二
十
九
号
議
案
　
区
立
小
学
校

設
置
に
つ
い
て

区
立
五
反
野
小
学
校
を
新
設
し

既
設
の
弘
道
小
学
校
及
び
千
寿

第
五
小
学
校
の
二
部
教
授
の
緩

和
を
計
る

第
三
十
号
議
案
　
区
役
所
出
張
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

区
役
所
第
七
出
張
所
の
位
置
変

再
に
伴
う
改
正
で
あ
る

第
三
十
一
号
議
案
　
昭
和
二
十
七

年
度
足
立
区
歳
入
歳
出
追
加
予
算

六
九
、
八
六
六
、
九
七
五
円
が
追

加
可
決
に
な
つ
た
。

内
訳
、
児
童
遊
園
地
、
道
路
橋

梁
の
復
旧
維
持
等
の
士
木
費
、

戦
没
者
追
悼
式
典
に
要
す
る
経

費
、
学
校
衛
生
の
万
全
と
、
六

三
制
整
備
の
本
年
度
計
画
八
十

四
教
室
の
増
築
及
び
こ
れ
に
伴

う
校
地
購
入
等
の
教
育
費
で
あ

る
。

区

議

会

日

誌

【
厚
生
委
員
会
】

六
月
二
十
四
日
開
会

一
、
民
生
、
戸
籍
両
課
長
か
ら
所

管
課
の
機
構

、
事
務
分
掌
、
事
務

事
業
第
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
諒

承
し
た
。

二
、戦
没
者
追
悼
式
挙
行
に
つ
い

て
理
事
者
案
を
諒
承
し
た
。

三
、区
営
共
同
作
業
所
員
待
遇
改

善
方
請
願
に
つ
い
て
は
厚
生
委
員

の
改
選
に
伴
な
い
新
ら
た
に
小
委

員
七
名
を
選
任
し
調
査
を
行
う
こ

と
に
な
つ
た
。

四
、南
堀
の
内
住
宅
入
居
者
決
定

に
つ
い
て
は
区
内
在
住
者
五
世
帯

の
入
居
決
定
の
旨
前
厚
生
委
員
長

か
ら
報
告
が
あ
り
、こ
れ
を
諒
承

し
た
。

【
建
築
委
員
会
】

六
月
二
十
五
日
開
会

一
、建
築
課
所
管
事
務
に
つ
い
て

課
長
か
ら
報
告
が
あ
り
こ
れ
を
諒

承
し
た
。

二
、区
内
業
者
を
対
象
と
し
て
七

月
一
日
建
築
講
習
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
決
定
し
た

【
土
木
委
員
会
】

七
月
三
日
開
会

一
、七
月
五
日
実
施
さ
れ
る
利
根

川
水
防
訓
練
を
視
察
す
る
こ
と
を

決
定
、な
お
訓
練
視
察
に
は
災
害
対
策
委
員
長
宛
同
委
員
会
の
合
同

視
察
を
希
望
し
た
。

二

、
裏
門
堰
排
水
場
の
電
力
増
強

に
つ
い
て
金
杉
支
社
に
陳
情
を
行

つ
た
。

【
厚
生
委
員
会
】

七
月
四
日
開
会

戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
は
先
般

の
委
員
会
で
理
事
者
案
を
諒
承
し

た
が
、
な
お
本
日
次
の
通
り
そ
の

一
部
変
更
を
諒
承
し
た

1
.
場
所
　
国
際
劇
場

2
.
期
日
　
七
月
二
十
九
日

昭和26年度区経済と都経済歳出予算とを合計した場合の比較
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臨
海
学
園
と

緑
蔭
子
供
会

□
臨
海
学

園
毎
年
千

葉
県
上
総

湊
に
ひ
ら

く
区
の
臨

海
学
園
は

今
年
も
、

同
所
の
区

立
養
護
学
園
を
利
用
し
て
、
七
月

十
七
日
か
ら
八
月
十
八
日
ま
で
一

か
月
間
、
次
の
要
領
に
よ
つ
て
開

設
す
る
。

一
、
場

所
　
千
葉
県
君
津
郡
上

総
湊

一
、
費

用
(
二
泊
三
日
)

中
学
生
　

四
百
七
十
円

小
学
生
　

四
百
二
十
円

(
主
食
と
し
て
米
八
百
瓦

持
参
)

□
緑
蔭
子
供
会

昨
夏
茨
城
県
安
中
村
の
児
童
を
招

き
、緑
蔭
子
供
交
歓
会
等
を
行
つ

て
、夏
休
み
の
子
供
達
に
、規
律

と
節
制
を
教
え
、健
全
な
夏
季
リ
ク

レ
エ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
著
し
い

効
果
を
挙
げ
た
足
立
緑
蔭
子
供
会

の
今
年
の
行
事
は
、別
表
に
よ
り

七
月
二
十
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
。
(
カ
ツ
ト
写
真

は
上
総
湊
臨
海
学
園
)

昭 和27 年 度 足 立 区 緑 蔭 子 供 会 日 定 表( 案)

註　発会式の当日雨天であれば千3講堂で行います。
その他の行事は雨天であれば中止し出来得れば後日行うことと
いたします。
キヤンプについては別途通知いたします。

商店装 飾コンクールに
十五店舗一団体が授賞

講
和
を
記
念
し
た
商
店
街
美
化
運

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「商

店
装
飾
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
最
終
審

査
が
七
月
七
日
都
経
済
局
で
行
わ

れ
、
本
区
か
ら
次
の
商
店
、
商
店

街
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

◎
個
人

商
工
会
議
所
会
頭
賞
　
羊
華
堂
洋
品

店
(
千
住
三
丁
目
)

経
済
局
長
賞
　
マ
ス
ミ
金
物
店
(

千
住
三
丁
目
)

東
京
都
商
店
連
合
会
々
長
賞

○
和
泉
屋
京
染
店
○
ア
ケ
ミ
洋
装

店
○
弥
生
本
店
○
塩
万
○
ト
ラ
ヤ

帽
子
店
○
ト
ン
プ
ク
堂
薬
局
○
鈴

木
カ
バ
ン
店
○
山
内
洋
装
店
○
鶴

屋
化
粧
品
店
○
森
浦
時
計
店
○
鈴

木
電
気
商
会
○
ト
ヨ
ダ
ヤ
呉
服
店

○
ト
ラ
ヤ
化
粧
品
店

団
体
賞

都
知
事
賞

千
住
三
丁
目
電
車
通
り
サ
ー
ビ

ス
会
(
会
長
　
背
戸
淸
次
)

好
評
だ
つ
た
農
産
物
供
進
会

今
年
は
三
区
連
合
で

葛
飾
、
江
戸
川
、
足
　
の
各
区
役

所
、
農
業
協
同
組
合
及
び
新
興
江

戸
川
農
協
共
同
主
催
に
よ
り
、
農

産
物
の
品
種
改
良
と
農
業
技
術
の

改
善
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
都

民
に
近
在
産
の
蔬
菜
花
卉
を
招
介

す
る
江
東
三
区
連
合
農
産
物
供
進

会
(
会
長
大
山
足
立
区
長
)
が
七

月
一
一
、
一
二
の
両
日
浅
草
公
会

堂
で
行
わ
れ
た
(
観
覧
者
延
五
千

人
)
出
品
点
数
は
全
部
で
二
、
五

〇
〇
点
こ
の
中
足
立
区
で
は
五
〇

〇
点
を
出
品
し
た
。

十
二
日
の
午
後
か
ら
は
都
経
済

農
務
課
長
、
都
農
業
試
験
場
長
の

審
査
が
行
わ
れ
、
特
等
六
、
一
等

一
五
　
二
等
二
五
、
三
等
四
七
、

四
等
二
〇
〇
、
特
別
賞
三
が
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
た
後
、一
般
即
売
に

附
さ
れ
、ま
た
た
く
ま
に
売
切
れ

る
盛
況
を
示
し
た
。

な
お
本
区
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

特
等知

事
賞

花
(
菊
四
季
の
緑
)
西
新
井
町
　
淸

水
保
太
郞

区
長
賞

茄
子
　
西
加
平
町
　
伊
藤
定
久

壱
等胡

瓜
(
六

町
)
　
　石
鍋
伝
之
助

越
瓜
(
西
加
平
)
　
伊
藤
桃
治

玉
葱
(
谷

中
)
　
　浅
野

長
吉

枝
豆
(
保
木
間
)
　
須
賀
栄
吉

枝
豆
(
竹
の
塚
)
　
石
鍋

通
夫

菊
(
島
根
町
)
　
　
牛
込
尚
孝

カ
ー
ネ
ー
シ
ヨ
ン
(
島
根
)鴨

下

久
三

穂
じ
そ
(
栗
原
)
　
木
島
忠
藏

二
等
　
伊
藤
晴
康
外
一
〇
名

三
等
　
横
田
松
三
郞
外
三
三
名

四
等
　
伊
藤
彦
七
外
　
六
一
名

特
別
賞
　
足
立
花
卉
協
同
組
合
外

二
名


